
 
 
 
 
 

※ 発生件数の高齢者とは、65 歳以上の方が

第一当事者となった事故件数です。 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発生件数 死者数 負傷者数 

令和７年 500 件 ８人 558 人 

（高齢者） 135 件 ８人 79 人 

令和６年 442 件 ６人 503 人 

（高齢者） 112 件 ４人 91 人 

富山県内の交通事故発生状況 

（令和７年３月末現在） 

 自動車と歩行者事故６件のうち、５件が夜間
に発生しました。 
 その５件のうち、反射材を着用しておられた
方は１名のみでした。 
 また、歩行者の方の自宅から 500 メートル
以下の距離での交通事故が５件も発生しまし
た。 

 自動車運転者の事故原因の多
くが前方不注意でした。 
 前方不注意の原因が考え事、よ
そ見、遠くを見ながら運転してい
たなどです。 
 ドライバーの皆さん、心当たり
はありませんか？ 
 自動車は、大きな鉄の塊です。 
人の力で簡単に動かせるもので
ありません。 
 想像してみましょう。その大き
な鉄の塊がスピードを出すとど
れくらいの力があるかを…。 
 ハンドルを握ったら、安全確認
をしっかりと行い、無事故で目的
地に到着しましょう！ 

 道路横断中の死亡事故は４件発生しました。 
そのうち３件が、ドライバーから見て右から左
への横断中事故でした。 
 ドライバーの方は、運転席から見て右側から
横断する歩行者の見落とし率が高い傾向にあ
ることに注意して運転しましょう。 
 歩行者の方は、右側から接近 
する車が通過しても、すぐに渡 
り始めず、左側から接近車両が 
来ていないか確認しましょう。 


